別添様式１
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みんながともだち
千葉県・船橋市立飯山満南小・１年
　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いし),石)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かわ),川)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さく),咲)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),良)
　はんざいやひこうをしてしまうひとは、かわいそうなひとだとおもう。なぜなら、ちいさいころに、おとうさんやおかあさんに、かまってもらえなかったり、みとめてもらえなかったり、かなしいきもちをまいにちしてきたのだとおもう。ようちえんのおともだちで、いつもだれかをぶったりおしたりするこがいた。そのこは、みんなといっしょにあそぶと、ぜったいにだれかにいやなことをしていた。だからせんせいは、そのこをそとにさそって、せんせいとふたりだけであそぶようにしていた。だんだんと、みんなが、そのこのことをこわがるようになっていった。そのこは、いつもひとりぼっちになっていった。あるとき、わたしがおともだちとあそんでいたら、そのこがきていっしょにあそびはじめた。わたしたちは、そのこをしゅやくにして、そのこのためのゆうえんちをつくった。そしたら、そのこは、とってもたのしそうだった。わたしもとってもたのしかった。わたしは、そのことなかよくなろうとおもった。わたしは、どうしてそのこは、ぶったりしてしまうのかとかんがえた。そのこは、ようちえんにいつもおばあちゃんがきていた。わたしや、ほかのおともだちは、ママとパパがきていた。わたしは、そのこがママとパパにきてほしいのかなとおもった。
　あるとき、わたしは、きいてしまった。そのこのおばあちゃんとわたしのママがおはなしをしているところを。そのこのママは、いつもぐあいがわるくて、そのこは、いつもママにはなしかけるとおこられてしまう。だからしずかにあそんでいなくては、ならないみたいだ。
　わたしは、ママといっしょにおはなししたり、ママといっしょにりょうりしたり、ママといっしょにほんをよんだりするとうれしいきもちになる。うれしいきもちになると、おともだちにやさしくできる。もし、わたしもいつもママにむしされたり、おこられたり、しずかにしていなくては、ならなかったら、かなしいきもちになる。かなしいきもちになると、みんなにやさしくできなかったり、みんなをいやなきもちにさせてしまったり、あたらしいことにちょうせんしたり、がんばることができなくなってしまうとおもう。
　まいにち、ちょうせんができなかったら、じぶんをきらいになってしまうとおもう。
　わたしは、はんざいやひこうをしてしまうひとを、わるいひとだとは、おもわない。わるいことをしているだけだとおもう。わたしは、わるいことをしてしまうひとに、わたしからさいしょにやさしくしてあげたい。そしたら、そのひとがじぶんから、わるいことは、いけないことだときづいて、わるいことをやめるとおもう。そして、みんなにやさしくしてもらったら、そのひとがやさしくすることは、いいことだとおもって、じぶんもひとにやさしくするとおもう。そしたら、そのひとには、たくさんのしんらいできるおともだちができて、もうかなしいきもちにはならなくて、いつもうれしいきもちになれる。そしたら、じぶんもひともだいすきになれるとおもう。
　わたしたちがひとりひとりに、まずじぶんからみんなに、やさしくできると、はんざいやひこうのないあかるいしゃかいになるとおもう。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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